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■ 全ての盗難被害を防止する装置ではありません。

本書の内容をご理解の上、正しくご使用ください。

■ セキュリティを常時停止する機能はありません。

セキュリティの解除には必ずセキュリティキーが必要です。 
セキュリティキーを紛失・破損などしないようご注意ください。

■  車両のメカニカルキーで解錠した場合は、必ずかざし操作
などで本製品のセキュリティを解除してください。

サイレンが鳴った場合、サイレンは一定時間経過後に自動停止します。 
ただし、セキュリティを解除するまでは、繰り返しサイレンが鳴る可能性があります。

セキュリティを解除しないと、走行中にサイレンが鳴り、重大な事故につながる 
おそれがあります。サイレンが鳴った場合は、必ずセキュリティを解除してください。
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車両データの記録について

本製品は、各機能の作動状態や操作状況により、主に次のようなデータを記録します。

・ エンジン動作、エンジン停止の状態

・ セキュリティの状態

・ ドアロックの状態

・ インジケーターの状態

なお、個人情報や会話などの音声、車内の映像、位置情報は記録されません。

■ データの取り扱いについて

トヨタは、記録されたデータを、製品の故障診断・研究開発・品質の向上を目的に、 
取得・利用することがあります。

なお、次の場合を除き、トヨタは取得したデータを第三者へ開示または提供することは 
ありません。

・ お車の使用者の同意（リース車は借主の同意）がある場合

・ 警察・裁判所・政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合

・ トヨタが訴訟で使用する場合

・ 統計的な処理を行う目的で、使用者や車両が特定されないように加工したデータを 
研究機関に提供する場合

ただし、トヨタは

・ データを車両安全性能の研究に使用することがあります。

・ 使用者・車両が特定されないデータを調査目的で第三者に開示することがあります。
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安全上のご注意

警告 記載事項を守らない場合、重大な障害や事故・車両火災、および最悪

の場合、死亡事故につながるおそれがあります。

インフォメーション
より安全、より快適にご使用いただく上で知っておいていただきたい

ことを記載しています。

電波法に関する厳守事項

本製品は電波法に適合しています。

必ず以下のことをお守りください。

・ 本製品のセキュリティキー 、車載アンテナを分解・改造しないでください。

・ セキュリティキーに貼られている認証ラベルをはがさないでください。

・ 本製品は国内専用です。海外では使用しないでください。

純正『リモートスタート』機能に関する厳守事項

純正『リモートスタート』機能を使用する場合は、必ず以下のことをお守りください。

・ メカニカルキーで解錠した場合、サイレンが一定時間鳴り自動停止しますが、 
セキュリティは解除されていません。走行前に必ずセキュリティを解除してください。
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使用上の注意点

本製品について、次のことにご注意ください。

本製品は車両のセキュリティ性を向上させることを目的としたシステムであり、すべての

車両盗難被害を防止するものではありません。

機能を正しくご理解の上ご使用ください。

■システムを正しく作動させるために

お車について次のことをお守りください。思わぬ誤作動や事故につながる恐れがあり危険です。

・本製品を正しく取り付けてご使用ください。専門業者による取り付けをお勧めします。

・セキュリティキーの電波を遮断しないでください。

・ 他社製のセキュリティ商品との併用はお控えください。

※ハンドルロックなど、車両制御に関わらない商品は問題ありません。

・ 他社製リモートスタートとの併用はお控えください。

・ 使用状況によって消費電流が増えることがあります。バッテリーあがりを防ぐため、 
定期的にお車をお使い頂くことをお勧めします。

■セキュリティキーの故障を防ぐために

セキュリティキーは精密機器です。故障を避けるため次のことをお守りください。

・ 水などの液体をかけないでください。

・ 強い衝撃を与えたり、重い物を上に載せたりしないでください。

・ 直射日光の当たる場所や極端に高温・低温となる場所に保管しないでください。

・ 充電中のワイヤレス充電器など、電波を発する機器の近くに置かないでください。

・ 分解や改造をしないでください。電池交換に関しては本書の記載内容をお守りください。
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知っておいていただきたいこと

■セキュリティキーの携帯

・ 車両スマートキー（デジタルキーを含む）とセキュリティキーを一緒に携帯してください。

・ セキュリティキーには閉じ込み防止機能がありません。車内にセキュリティキーを忘れた

場合は、セキュリティ性が低下します。また、スマートエントリーでのドアの解錠が 
できない可能性があります。

・ 購入時にセキュリティキーは 2 個付属します。セキュリティキーの追加・再登録は 
できませんので、紛失・破損しないようご注意ください。

■セキュリティキーの電池消耗

セキュリティキーの電池が消耗すると、エンジン停止時にブザーが「ピッピッ」と鳴ります。

速やかに電池交換をしてください（詳細は 12 ページ参照）。

LED：　　　（速い点滅）

ブザー：「ピッピッ」

インジケーター

電池が切れたときは、メカニカルキーでの解錠、かざし操作でのエンジン始動が必要です。

その際、セルフパワーサイレンが鳴ることがあるため、ご注意ください 
（詳細は 9 ページ参照）。

■お車の使い方が変わる点

・ 車両スマートキーによるワイヤレス機能が制限されます。 
車両から数 m 離れた場合は、ボタン操作によるアンロックができません。 
ただし、車両のアンサーバックなどは作動します。

・スマートエントリーが反応しない場合があります。 
ドアが解錠できない場合は、8 ページの「こんなときは？」をご確認ください。

・ ドアの施錠操作に関しては制限がありません。今まで通りご使用いただけます。

・ 車両スマートキーの電池が切れたときはセキュリティキーも反応しません。 
8 ～ 11 ページの「こんなときは？」をご確認ください。
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セキュリティシステム プレミアムの機能

・ エンジンの不正始動を防止するセカンドイモビライザー

車両とは異なるエンジン始動認証を追加します。エンジン始動にはセキュリティキーが

必要です。

※本製品の破壊後や不正な取外し後でも、エンジンは始動できません。

・ ドアの不正解錠を防止するダブルロック

車両とは異なるドアロック認証を追加します。ドアの解錠にはセキュリティキーが 
必要です。

※ドアを施錠する場合は、セキュリティキーは必須ではありません。

※トランクは対象外となります。（トランクがある車両のみ）

・ 独自のセルフパワーサイレン

車両とは異なるバッテリー付きのサイレンを搭載し、不正な操作に対して警報します。

各部の名称とはたらき

■セキュリティキー

■インジケーター

LED インジケーターによりシステムの状態をお知らせ

します。

点滅：セキュリティ作動中

消灯：セキュリティ解除

インジケーターが点灯、もしくはブザー音が鳴った 
場合は、13 ページの「故障かな？と思ったら」を 
確認してください。

インジケーター
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操作方法 

車に乗り込むとき

車両スマートキーとセキュリティキーを携帯してスマートエントリーの作動範囲内に入ると

セキュリティが解除されます。ドアハンドルに触れてドアを解錠してください。

セキュリティ解除

（消灯）

（近づく）

こんなときは

■ドアが解錠できない

セキュリティキーを携帯していることをご確認の上、再度ドアハンドルに触れて解錠するか

お試しください。

それでも解錠できないときは、以下をご確認ください。

● 解錠操作により車両が反応している場合（ドアミラーだけが開く、アンサーバックを 
するなど）

1.  ドアハンドルから 1 歩離れた正面に立ち、セキュリティキーを腰より上の位置に 
持ってください。

2.  数秒待った後、再度ドアハンドルに触れて解錠操作をしてください。

3.  別のドアハンドルでも同様に解錠操作をお試しください。

解決しない場合は、メカニカルキーで解錠してください。（9 ページ参照） 
セキュリティキーの電池切れが考えられるため、12 ページの「電池交換」を参照して 
ください。

● 解錠操作をしても車両が何も反応しない場合

車両スマートキーを携帯していることをご確認の上、再度ドアハンドルに触れて解錠する

かお試しください。

それでも解錠しないときは、メカニカルキーで解錠してください。（9 ページ参照）

車両スマートキーの電池切れやスマートエントリーの機能停止が考えられるため、車両の

取扱説明書を参照してください。それでも反応しない場合は販売店にご相談ください。
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■メカニカルキーで解錠したい

1. 車両のメカニカルキーで解錠してください。

2. セルフパワーサイレンが鳴りますので、「かざし操作」（＊）をしてください。

セルフパワーサイレンが停止します。

（＊）「かざし操作」

ブレーキを踏んだ状態でセキュリティキーをインジケーターにあててください。 
セキュリティが解除されます。

セキュリティキー

インジケーター

（消灯）

セキュリティ解除

※ かざし操作をしない場合、サイレンは一定時間経過後に自動停止しますが、セキュリティ

は解除されません。必ず、かざし操作をしてください。

※ 車両スマートキーの電池が切れている場合は、車両セキュリティアラームも作動します。

車両の取扱説明書を参照して停止させてください。

以下の場合、ドアが解錠されないことがあります。

・セキュリティキーが膝より下の高さにある

・セキュリティキーをズボンの背面ポケットに入れている

・車両に駆け寄って、すぐにドアハンドルを触った

・車両のすぐそばを通過しながら、ドアハンドルを触った

インフォメーション
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エンジンを始動するとき

車両スマートキーとセキュリティキーを携帯して、ブレーキを踏んだ後にパワースイッチを

押してください。

こんなときは

■ エンジン始動ができない

エンジンが始動しなかったとき

パワースイッチを操作し OFF にした後、ブレーキを踏み直してください。

ブザーが「ピッピッ」と鳴った場合

1. 「かざし操作」（＊）をして、インジケーターが消灯していることを確認してください。

（＊）「かざし操作」

ブレーキを踏んだ状態でセキュリティキーをインジケーターにあててください。 
セキュリティが解除されます。

セキュリティキー

インジケーター

（消灯）

セキュリティ解除

2. その後、パワースイッチを押してエンジン始動してください。

※ ドア施錠状態で車内に残った人がいる場合は、エンジンが始動できなかったときに 
サイレンが作動することがあります。

サイレンが作動した場合は、「かざし操作」を行うとサイレンが停止します。

※ パワースイッチを押してもアクセサリーに切り替わらない場合は、車両の取扱説明書を

ご確認ください。
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■ 車両スマートキーが電池切れのとき、またはメカニカルキーで解錠したときに

エンジン始動をしたい

1. 「かざし操作」をしてください。

2. インジケーターが消灯していることを確認してください。

3. ブレーキを踏んだまま、車両スマートキーをパワースイッチにあててください。 
（詳細は車両の取扱説明書を確認してください。）

4. パワースイッチを押してエンジンを始動してください。

セキュリティ
キー

インジケーター

（消灯）

セキュリティ解除

車から降りるとき

エンジンが停止してから約 1 分後にセキュリティが作動します。

ドア解錠状態ではセカンドイモビライザーはセットされますが、セルフパワーサイレンは 
作動しません。

車から離れる場合は、セキュリティキーを携帯して必ずドアを施錠してください。

純正『リモートスタート』機能を使用するとき

純正用品『リモートスタート』もしくはリモートスタート（アプリ）などの純正リモート 
スタート機能を使用する場合は、セキュリティキーを携帯した状態でスマートエントリーに

よるドア施錠を行ってください。

※ 下記状態では、セキュリティが作動しリモートスタート機能が使用できません。

・ドア解錠中

・ドア施錠時にセキュリティが作動中だった場合

（セキュリティキー電池切れ、車両から離れた状態でワイヤレス操作にて施錠した、など）

※ リモートスタート機能によるエアコン作動中でも、ドアの解錠にはセキュリティキーが 
必要です。
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電池交換

次の症状が出た場合は電池を交換してください。

・ エンジン停止時にブザーが「ピッピッ」と鳴り、インジケーターが点滅している。

・ドアハンドルに何度触れてもドアが解錠されない。

使用電池： コイン型リチウム電池　CR1632（1 個）

【電池は、家電販売店などでお買い求めください。尚、トヨタ販売店でも交換できます。】

・接触不良を防ぐため、交換する前に電池を乾いた布でよく拭いてください。

・電池の（＋）と（－）を間違えないようにしてください。

インフォメーション

【交換のしかた】

電池カバーの溝にマイナス�
ドライバー（大）を挿し込み�
回転させて、電池カバーを�
はずす
＊�カバーに傷が付くのを防ぐ�
ために、マイナスドライバー
の先端に保護テープなどを�
巻いてください。

マイナスドライバー（小）
を挿し込み、古い電池を�
取りはずす

新しい電池の（＋）側を�
上にしてセットし、電池�
カバーを取り付ける

電池カバー

警告

・電池は、特に幼児の手の届かないところに保管してください。万一飲み込んだ場合は、

ただちに医師にご相談ください。

・金属製のピンセットなどで電池をつかまないでください。ショートし、発熱する 
おそれがあります。

・取り外した電池は、各自治体の規則に従い破棄してください。

セキュリティキーを破損してしまった場合は ?
キー単体での購入はできませんので、十分ご注意ください（ケースのみの交換は可能）。

万一の場合は販売店にご相談ください。



－ 13 －

故障かな？と思ったら

ブザーが鳴る

 ブレーキを踏んだときにブザーが「ピッピッ」と鳴る

→ 10 ページの「こんなときは？」をご確認ください。

 エンジン停止時にブザーが「ピッピッ」と鳴る

→セキュリティキーの電池が消耗しています。新しい電池に交換してください。

　電池交換については 12 ページをご参照ください。

 ドア解錠時、エンジン停止時にブザーが「ピーピーピー」と鳴る

→ エンジン始動・停止を試みてください。解消した場合は正常な動作です。

※ セキュリティ作動中のエンジン始動失敗の履歴があった場合、ドア解錠時、エンジン停止時に、
インジケーターが点灯しブザーが鳴ることでお知らせします。

その他の場合は本製品の故障が考えられるため、販売店にご相談ください。

インジケーターが点滅 / 点灯する

 インジケーターが点滅する

→ セキュリティが作動しているときは、インジケーターが点滅します。 
ブザーが鳴っていない場合は、故障ではありませんのでそのままお使いください。

 インジケーターが点灯する

→ ブザーが「ピー」と鳴っている場合は、本製品の故障が考えられるため、 
販売店にご相談ください。

サイレンが鳴る

 メカニカルキーで解錠したとき

→ 正常な動作です。9 ページを参照し、サイレンを停止させてください。

 パワースイッチを押したとき

→ 正常な動作です。10 ページを参照し、サイレンを停止させてください。

動作しない

 セキュリティキーが全く反応しない

→  8 ～ 10 ページの操作を行っても反応がない場合は、セキュリティキーの故障が 
考えられます。もう１つのセキュリティキーを使用し、同様の操作でお試しください。 
それでも反応がない場合は本製品の故障が考えられるため、販売店にご相談ください。

 かざし操作しか反応しない

→  12 ページを参照してセキュリティキーの電池を取り外し、1 分後に再度電池を 
取り付けて、動作するかご確認ください。 
解消されない場合は、新しい電池に交換して、動作するかご確認ください。 
それでも解消されない場合は本製品の故障が考えられるため、販売店にご相談ください。
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製品仕様

本製品

作動温度範囲 － 30℃～ 80℃

消費電流 作動時 100mA 以下

暗電流 10mA 以下

セキュリティラベルについて

■  セキュリティラベルの貼り付けには指定範囲がございます。

道路運送車両法の保安基準により、セキュリティラベルは指定範囲以外に貼ることが
禁じられています。

貼り付け箇所を清掃・脱脂の上、貼り付けてください。

125mm

100mm

運転席および助手席のドアガラス

全範囲に張り付け可能です
（右側のドアガラスも同様）

セキュリティラベル（2枚）
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保証について

保証の内容

トヨタ販売店でご購入された純正用品に材料、または製造上の不具合が発生した場合、
下記に示す期間と条件に従ってこれを無償修理いたします。 
（以下、無償修理を保証修理といいます。） 
保証修理は、部品の交換あるいは補修により行います。また、取り外した不具合部品
はトヨタの所有となります。

保証の期間、受け方

（1）保証期間
保証修理を受けられる期間は、商品をお車に施工した日をご使用開始日として 
起算し 3 か年間とします。ただし、その期間内でも走行距離が 60,000km まで 
とします。

（2）保証修理の受け方
保証修理をお受けになる場合は、トヨタ販売店または認定サービス工場へ 
自動車に取り付けた状態でお持ちいただき、保証修理をお申しつけください。

保証しない事項

（1）保証期間内でも、下記に起因する不具合は保証修理いたしません。
1）トヨタ販売店以外での取り付け、修理およびトヨタが認めていない改造など 
2） 取扱書に示す取り扱い方法とは異なる使用および不適切な保管など
3） 地震、台風、水害などの天災および事故、火災など。

（2）次に示すものの費用は負担いたしません。
1）消耗部品および油脂類など。（ヒューズ、各種電球など） 
2）商品を使用できなかったことによる不便さおよび損失など。 
3）盗難被害に関する損失など。

保証の適用

日本国内で使用されている場合にのみ適用いたします。

その他

保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上げのトヨタ販売店に 
お問い合わせください。

施工日 走行距離 施工販売店名および店名
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お問い合わせ

お問い合わせ、ご相談は

下記へお願いいたします。

トヨタ自動車株式会社　お客様相談センター

全国共通フリーコール

所在地　〒450-8711　名古屋市中村区名駅4丁目7番1号

受付時間  9：00 ～ 18：00 （年中無休）

◆  本製品の装着に関して、保安基準に適合していることを確認しています。

◆  車両、製品の仕様などの変更により、本書の内容と一致しない場合が 
ありますのでご了承ください。

◆  セキュリティシステム プレミアムは車種専用品です。 
指定の車種以外には取り付けしないでください。


